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サイバネットシステム株式会社

日本医用画像工学会の功績賞を受賞

「人工知能（AI）を用いた内視鏡診断支援システムの開発」

大腸内視鏡診断を AI※１により一気通貫で支援し、医師の診断負荷軽減

に寄与するサイバネット開発のソフトウェアが評価の対象に。

サイバネットシステム株式会社（本社：東京都、代表取締役 社長執行役員：安江 令子、以下「サイバネット」）は、

一般社団法人日本医用画像工学会（所在地：東京都、会長：工藤 博幸、以下「日本医用画像工学会」）より、「AI を

活用した大腸内視鏡画像診断支援ソフトウェア『EndoBRAIN®』シリーズ」開発の功績が評価され、名古屋大学 大

学院 情報学研究科および昭和大学 横浜市北部病院 消化器センターと共同で功績賞を受賞したことをお知らせし

ます。

日本医用画像工学会 功績賞 受賞理由

人工知能を用いた内視鏡診断支援システムの開発において医用画像工学に多大な貢献をし、その発展に深く寄与

したため。

功績賞受賞者（敬称略）

名古屋大学 大学院 情報学研究科 教授 森 健策

昭和大学 横浜市北部病院 消化器センター 教授 工藤 進英

昭和大学 横浜市北部病院 消化器センター 講師 森 悠一

昭和大学 横浜市北部病院 消化器センター 講師 三澤 将史

サイバネットシステム株式会社 医療ビジュアリゼーション部 部長 須貝 昌弘

2021 年 10 月 14 日、日本医用画像工学会の会員集会中に執り行われた授賞式にて。

（左から）名古屋大学 森様、昭和大学 横浜市北部病院 工藤様、昭和大学 横浜市北部病院 三澤様、サイバネット須貝

功績賞受賞対象となった「AI を活用した大腸内視鏡画像診断支援ソフトウェア群

『EndoBRAIN®』シリーズ」とは

「EndoBRAIN®」シリーズとは、サイバネットが昭和大学 横浜市北部病院 消化器センターの工藤 進英教授、

名古屋大学 大学院 情報学研究科の森 健策教授らのグループと共同で開発したソフトウェア群です。事前に膨大

な症例画像を学習した人工知能（AI）が、オリンパス株式会社製大腸内視鏡で撮影された内視鏡画像情報を基に、

医師による病変の診断予測を補助します。
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2018 年 12 月、AI を搭載した診断支援機器として初めて「内視鏡画像診断支援ソフトウェア EndoBRAIN®」が

医薬品医療機器等法※２に基づいたクラスⅢ・高度管理医療機器※３として承認を取得したことを皮切りに、現在

「EndoBRAIN®-EYE」「EndoBRAIN®」「EndoBRAIN®-Plus」「EndoBRAIN®-UC」の 4 製品がラインナップされ

ています。大腸内視鏡診断を AI により一気通貫で支援し、医師の診断における負荷軽減に寄与します。

『EndoBRAIN®』シリーズ開発の背景

大腸がんは日本の癌において部位別罹患数 1 位、死亡数 2 位※４であり、定期的な「大腸内視鏡検査」などの効果

的な対策が求められるがん種です。その対策として、大腸内視鏡で早期がんや前がん病変である腫瘍性ポリープを

切除することで、大腸がんによる死亡を大幅（53-68%）に減らせることが知られています（Zauber et al. N Engl

J Med 2012, Nishihara et al. N Engl J Med 2014）。しかし、１回の検査当たり腫瘍性ポリープの約 22％が見落と

されている可能性が指摘されていました （van Rjin JC et al. Am J Gastroenterol 2012）。見落としの内訳として、

大腸のヒダや便に隠れてしまって描出ができていない場合と、画面上にポリープが描出されていてもヒューマンエ

ラーによって見落とされてしまう場合があります。サイバネットは、昭和大学 横浜市北部病院 消化器センター及

び名古屋大学 大学院 情報学研究科の森健策研究室と連携して、特に後者による見落としを防ぐことを主眼として、

医師による内視鏡検査を補助する AI を 2013 年より研究・開発してきました。

サイバネットは最新の AI を活用した内視鏡技術で、内視鏡検査に携わる医療従事者の負担軽減に一層寄与でき

るよう、今後も製品開発・改良に注力して参ります。

EndoBRAIN®シリーズの詳細については、下記 Web サイトをご覧ください。

https://www.cybernet.co.jp/medical-imaging/products/endobrain/

共同受賞者となった各施設代表のコメント

昭和大学 横浜市北部病院 消化器センター センター長、教授 工藤 進英 様

この度は、EndoBRAIN®シリーズの開発に対し、権威ある日本医用画像工学会の功績賞を賜りました。これもひ

とえに名古屋大学の森健策教授やサイバネットの開発者の皆様のお力添えのおかげと深く感謝いたします。

EndoBRAIN®シリーズは、AI を活用し最高の医療を多くの患者様に提供することを目的として 2013 年から医師主

導で始まったプロジェクトです。2018 年に国内初の薬機法承認を取得し、上市しましたが、まだまだ改良・新製品

開発の余地があります。最高の医療を全世界へ届けるためにこれからも名古屋大学、サイバネットと協力して邁進

していきたいと思います。

名古屋大学 大学院 情報学研究科 教授 森 健策 様

昭和大学、名古屋大学、サイバネットとの共同研究の成果に対して、日本医用画像工学会功績賞をいただけるこ

とになったことをうれしく思います。医用画像研究の研究は、基礎的な画像処理手法の研究から始まり、実際に病

院で利用され、そして、患者様へのメリットが生み出されるところまで行われて、初めて一つの形となります。非

常に認識が難しい画像パターンの解析を内視鏡検査中にリアルタイムで実行できるようになることで、新しい内視
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鏡検査の形を示すことができるようになったと思います。また、AI を活用した医療機器としても、一つの道筋を示

すことができたと考えます。本共同研究に参加されたすべての皆様に感謝するとともに、我々の研究を評価してく

ださった日本医用画像工学会の皆様に御礼申し上げます。

サイバネットシステム株式会社 医療ビジュアリゼーション部 部長 須貝 昌弘

この度は、昭和大学様、名古屋大学様との EndoBRAIN®シリーズの開発におきまして、日本医用画像工学会功績

賞を受賞させて頂く事になり感謝申し上げます。この受賞は、昭和大学様、名古屋大学様をはじめ EndoBRAIN®シ

リーズ開発に関わって下さった皆様のお力添えがあったからこそ受賞出来たのだと認識しております。皆様には心

より感謝申し上げます。今回の受賞を励みに EndoBRAIN®シリーズに改良を重ね、これまで以上に良い AI を活用

した医療機器を多くの患者様にお届けする事が出来る様に日々精進して参ります。

注釈

※１： 人工知能（AI）：EndoBRAIN-EYE® が採用している AI はディープラーニングと呼ばれる機械学習の一種であり、市販後に自ら学習

を繰り返して性能が向上するタイプの AI ではない。

※２： 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（医薬品医療機器等法）：薬機法ともよばれる法律で、医薬品・

医薬部外品・化粧品・医療機器および再生医療等製品の品質、有効性および安全性を確保し、医療機器の安全対策強化や、医薬品・医

療機器・再生医療等製品などの承認・規制を目的とするもの。この法律では診断・治療を目的としたソフトウェアも対象となる。

※３： 医療機器は多種多様であるため、患者に与えるリスクに応じて、一般医療機器（クラスⅠ）、管理医療機器（クラスⅡ）、ならびに高度

管理医療機器（クラスⅢとクラスⅣ）に分類されている。クラス II・管理医療機器は不具合が生じた場合でも、人体へのリスクが比

較的低いと考えられるもので、レントゲン撮影装置や心電計、注射針、さらには EndoBRAIN-EYE® のような一部の診断支援プログ

ラムが該当する。

※４： 大腸癌による男女合計の死亡者数 2 位：国立がん研究センターが発表する 2021 年 2 月 10 日付「最新がん統計“2019 年の死亡数が多

い部位”」がん情報サービス統計値（ https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html ）より。

一般社団法人日本医用画像工学会について

医用画像工学や、医用画像工学に関連する研究の連絡提携をはかるため、1978 年に設立された学会です。学術の発展と人類の福祉に寄与する

ことを目的としています。以上の目的を達成するために、研究会やシンポジウム等の学術的会合の開催、研究又は情報の国際交流、学会誌等の

発行などの事業を行っています。

一般社団法人日本医用画像工学会に関する詳しい情報については、下記 Web サイトをご覧ください。

http://www.jamit.jp/index.html

サイバネットについて

サイバネットシステム株式会社は、CAE※のリーディングカンパニーとして、30 年以上にわたり製造業の研究開発・設計関係部門、大学・政

府の研究機関等へ、ソフトウェア、教育サービス、技術サポート、コンサルティングを提供しています。また、IT 分野では、サイバー攻撃から

情報資産を守るエンドポイントセキュリティやクラウドセキュリティなどの IT セキュリティソリューションを提供しています。近年では、IoT

やデジタルツイン、ビッグデータ分析、AI 領域で、当社の得意とする CAE や AR/VR 技術と組み合わせたソリューションを提案しています。

企業ビジョンは、「技術とアイデアで、社会にサステナビリティとサプライズを」。日々、多様化・複雑化する技術課題に向き合うお客様の課題

を、期待を超える技術とアイデアで解決し、更にその先の変革へと導くことを目標に取り組んでまいります。

サイバネットシステム株式会社に関する詳しい情報については、下記 Web サイトをご覧ください。

https://www.cybernet.co.jp/

※ CAE（Computer Aided Engineering）：ものづくりの研究・開発工程において、従来行われていた試作品によるテストや実験をコンピュータ上

でシミュレーションし分析する技術。試作や実験の回数を劇的に減らすことで、開発期間や資材コストを大幅に削減できるメリットがある。

本件に関するお問い合わせ サイバネットシステム株式会社

 内容について

医療ビジュアリゼーション部／須貝

E-MAIL：med-info@cybernet.co.jp

 報道の方は

コーポレートマーケティング部／山本

E-MAIL：prdreq@cybernet.co.jp

 投資家の方は

IR 室／目黒

E-MAIL：irquery@cybernet.co.jp


